
 鉄道事業本部 営業部長の上符でございます。

 私からは、「地域を元気にするための取り組み」というテーマで、D&S列車等を通じた地域の
元気づくりについてお話させていただきます。

 次のページをご覧ください。



 初めに当社グループの役割についてです。

 九州の持続的な発展なくして私たちの事業は成り立ちません。JR九州グループ全社員が「ある
べき姿」の実現に向けて、「地域を元気に」していくことが私たちの役割であり使命であると
考えております。

 「地域が元気に」なるということは、当社グループの元気にもつながるという考えのもと、九
州の持続的な発展に貢献すべく、Ｄ＆Ｓ列車の運行を通じた地域のブランド価値向上や、ＪＲ
九州ウォーキング等の企画を通じて地域社会と継続的に連携を図っています。

 次のページをご覧ください。



 まず、D&S列車に関する取り組みについてご説明します。

 当社は、会社発足後、「お客さま第一」と「地域密着」に努めてきました。その後も、他のＪ
Ｒや私鉄に先がけて、価格・スピード・フリークエンシーという鉄道の基本価値に、「デザイ
ン」という“感性的価値”を付加することで鉄道の価値向上を図ってきました。

 さらに、この「デザイン」に「物語」という感性的価値を加えた列車づくりが、当社グループ
の経営戦略の重要な要素となっています。そのような考えのもと、私たちは数多くのD&S列車
を運行させております。

 D&S列車とは「個性的なデザインと運行する地域に由来するストーリーを持つ列車」という意
味で、魅力的なD&S列車の運行を通じて、人と地域を結び、地域の魅力を発信し、九州全体の
ブランド価値の向上と九州への誘客促進を図っています。

 次のページをご覧ください。



 現在運行しているD&S列車はご覧のとおりです。

 11本ものD&S列車が九州各地で運行しておりますが、どの列車も個性豊かなデザインであるこ
とがお判りになるかと思います。

 次のページをご覧ください。



 D&S列車と地域とのつながりについてです。

 Ｄ＆Ｓ列車では、それぞれの列車が運行する線区や目的地などをもとにコンセプトを明確にし
、停車駅でのおもてなしや沿線地域の特産品の取り扱い等、沿線の特色を活かした取り組みを
実施することで地域のブランド価値向上にもつなげております。

※（写真では、霧島市役所の職員や地元高校生による「指宿のたまて箱」のおもてなしの様子や
「海幸山幸」での地域の特色を活かした車内販売や飫肥駅でのおもてなし、肥前浜駅でのお子さ
まによる「３６ぷらす３」のおもてなしを紹介しています。）

 次のページをご覧ください。



 九州を元気にするD&S列車「３６ぷらす３」についてです。

 2020 年10月から、九州全県を巡り、九州を元気にするための新たなＤ＆Ｓ列車「３６ぷらす
３」の運行を開始しました。

 コンセプトは、「九州のすべてが、ぎゅーっと詰まった“走る九州”といえる列車」としており
ます。九州には様々な美味しい食、温泉、歴史、そしてホスピタリティマインドがあふれてお
り、この「３６ぷらす３」はそうした九州の魅力を詰め込んで、九州を元気にするために走っ
ています。

 この「３６ぷらす３」で取り組んでいる、地域を元気にする取り組みをご紹介します。

 次のページをご覧ください。



 「３６ぷらす３」は木曜から月曜日までかけて、５つのルートで九州を一周します。

 その５つのルートを“色”に例え、その“色”にまつわる７つのエピソードを車内で紹介し、お客
さまの知的好奇心を刺激することで九州各地に足をのばしていただこうと考えております。

 次のページをご覧ください。



 各ルートのエピソードはご覧のとおりです。

 例えば、木曜日では“赤”にちなんで、イチゴのあまおうや九州の火の祭り、火の国といわれる
阿蘇、赤湯等にまつわるエピソードを紹介しております。

 次のページをご覧ください。



 地域の特色を活かした車内販売や食事、体験についてです。

 車内販売では、九州の地域性を感じていただけるよう、九州各地のお酒や工芸品を販売し、ご
好評いただいております。

 車内でのお食事は、各ルートの出発エリアの名店と連携し、手間をかけた地産地消のお食事を
提供しております。

 また、車内では九州のお茶、大分の梅酒、鹿児島の黒酢、北九州の金平糖などの各ルートにち
なんだテーマで体験メニューを実施しています。

 次のページをご覧ください。



 おもてなしに関する地域の方との連携についてです。

 「３６ぷらす３」では、毎運行時の途中停車駅において、地域の方々に特産品の販売のほか、
不定期でイベント、ふるまい等でのお出迎えを実施していただいております。

 次のページをご覧ください。



 主な停車駅でのおもてなしをご紹介します。

 玉名駅（熊本県）では、複数の自治体で連携して、地元の果物の加工品や、名産の「金魚」を
PRする金魚すくいなどを実施しています。

 牛ノ浜駅（鹿児島県）では、大漁旗を持ってのお出迎えやオリジナルロゴ入りたい焼きも名物
になっています。

 次のページをご覧ください。



 大隅大川原駅（鹿児島県）では、大きなイチョウの下にキッチンカーなど集まり、ジビエバー
ガーなど地元名物を販売し、地域の方の交流の場にもなっています。

 延岡駅（宮崎県）では、駅テナントの皆さまが毎週選りすぐりの逸品を販売してくださってお
ります。

 秘境駅ともいわれる重岡駅は、列車の到着と同時に秘境駅とは思えないような賑わいを見せて
おります。

 次のページをご覧ください。



 中津駅（大分県）では、名物から揚げなど人気商品の販売を中心に、地元の方々による心温ま
る歓迎があります。

 また、杵築駅（大分県）では、地元の方々が和菓子やお酒など、城下町らしい品物の販売を通
じて、お客さまを歓迎してくださっています。

 最後に、肥前浜駅（佐賀県）には、古いまちなみが残っており、ガイドの散策や名産の日本酒
の利き酒イベントなどが人気となっております。

 このように九州各地で皆さまに実施していただくおもてなしはご乗車のお客さまにも大変好評
で、「３６ぷらす３」の魅力のひとつとなっております。

 次のページをご覧ください。



 地域の皆さまの受け止めについてです。

 大隅大川原駅では、ご覧のように、 「寂しくなっていた駅周辺が観光列車が運行することによ
り活気が出てきた」、「自分たちの地域を発信できる機会が出来て嬉しい」といった声を聴く
ことが出来ました。

 次に、重岡駅では、「地元を挙げておもてなしを実施してることで、地元の団体や住民の連携
が強化されている。地域の絆を感じられるようになった」、「３６ぷらす３が停車することで
にぎわいが戻ってきた」 という声をいただきました。

 このように、「36ぷらす3」が走ることで、地域の方々の元気を創り出すきっかけにつながっ
たと考えています。

 次のページをご覧ください。



 運行開始から３９周目を記念して、【サンキュー！運行】や１周年記念などのイベントを通じ
、地域とのつながりを深めています。

 イベント以外にも、普段から、地域のおもてなし検討の場に入れていただくなど、地域の皆さ
まとはより強く・深いつながりを持つことができました。

 ３６ぷらす３をはじめとするＤ＆Ｓ列車の魅力に磨きをかけ、九州内のお客さまはもちろん、
日本全国や海外のお客さまに「九州に行ってみたい」と思っていただけるよう、常に成長を続
けてまいります。

 次のページをご覧ください。



 新たなD&S列車の運行についてです。

 JR九州では、2022 年秋 西九州新幹線の開業にあわせて、新しいＤ＆Ｓ列車「ふたつ星４０４
７」がデビューします。

 日本一の干満差を誇る有明海、波静かで琴の海（ことのうみ）とも称される大村湾など海に囲
まれた西九州エリアの旅を楽しんでいただきます。

 次のページをご覧ください。



 「ふたつ星４０４７」のコンセプトは「西九州の海めぐり列車」としており、沿線に広がる有
明海や大村湾の変化に富んだ「海」の“車窓”と「海」がもたらした“地域のおいしいもの”を楽
しんでいただきます。

 また、西九州新幹線と組み合わせてご利用いただくことで、“自分だけの自由な旅”を創り上げ
ることができ、その日、その時だけの楽しさが無限大に広がる旅をご提案します。

 運行ルートについては、武雄温泉から長崎の区間を、青色で表記した長崎本線と、赤色で表記
した大村線を通る、２つのルートで西九州を１周できるよう設定しました。

 次のページをご覧ください。



 外観デザインはこのようになっております。

 「西九州の海めぐり列車」として、有明海・大村湾の水面に映える“パールメタリック”を基調
としたデザインとなりました。車体の随所にあしらった金色のロゴとラインが、西九州の美し
い自然に映えるようデザインされています。

 また、3両編成の2号車には「ふたつ星４０４７」の旅をゆったりと楽しんでいただけるよう、
「ビュッフェ・ラウンジ車」を設けます。この車両には販売カウンターを設け、沿線の特産物
などの販売を予定しています。

 この「ふたつ星４０４７」も「３６ぷらす３」やこれまでのＤ＆Ｓ列車と同じく、地域の皆さ
まと協力し、沿線の魅力を発信することで、「西九州」という地域ブランドの向上に貢献でき
るよう取り組んでいきたいと思います。

 次のページをご覧ください。



 JR九州ウォーキングについてです。

 JR九州ウォーキングとは、自然、名所、食、お祭りなどをテーマに、九州各地の魅力を“歩く”
ことで再発見していただこうと、1999 年5月にスタートしました。

 2021 年11月には累計参加者200 万人を達成し、開始から20年を超えてもなお多くのお客さま
が参加される、当社グループの代表的な商品の一つとなっています。

 次のページをご覧ください。



 JR九州ウォーキングの人気の最大の要因は地域とのタイアップであると考えています。

 各駅が地元の関係者の方々と連携し、ウォーキングにあわせたイベントの実施や特産品の提供
などを計画し、地域の魅力を発信できるオリジナルコースを作っています。

 こうした地域との継続した良好なコミュニケーションがあるからこそ、長くご好評いただけて
いる商品として成長することができ、JR九州グループのファンづくりにもつながっています。

 次のページをご覧ください。



 九州を元気にする取り組みについてです。

 九州新幹線全線開業時に制作した、「祝・九州 九州縦断ウェーブ」は新幹線沿線で多くの皆
さまにご参加いただき、九州のみならず日本中に元気を届けることが出来ました。

 今年3月には九州新幹線全線開業10周年を記念して、再び九州新幹線を活用して、一夜限りの
「流れ星新幹線」を特別運行しました。

 このような企画は、当社グループの強みである、鉄道を活かした「地域を元気に」する取り組
みであり、九州という地域を広く発信するものとなりました。

 次のページをご覧ください。



 明るい話題がある一方で、私たちが事業を営む九州では地震や激甚化する自然災害などにより
、何度も鉄道ネットワークが分断されてきました。

 そのような厳しい状況に立った時、私たちは地域の方からの励ましや応援で元気をいただき、
再び「九州を元気に」する取り組みを進めることが出来ました。

 地域の皆さまと一緒になって、復旧・再開に向かっていくことに、日頃からの地域との連携の
大切さを実感しております。

 次のページをご覧ください。



 「その日まで、ともにがんばろう」プロジェクトについてです。

 このプロジェクトは、昨年４月、九州だけでなく、日本中が新型コロナウイルス感染症拡大の
影響で元気を失っていた時期に、一日でも早く、安全安心な日常生活を取り戻し、みんなで笑
い合える「その日」まで、九州の元気を発信し続けるため、世代、職業を超えて、九州各地か
ら集めた、「ともにがんばろう」という念（おも）いを動画にして発信し、これまでに約59万
回再生されております。

 次のページをご覧ください。



 今年７月からは、「さぁ！九州を元気に。」を新たにスタートさせました。

 新型コロナウイルス収束に向けた兆しが見え始めた時期に、コロナ禍を闘っている各種店舗や
団体の皆さまと再び協力して、地域を盛り上げ、九州の元気を発信したいとの念（おも）いを
込めて始動しました。

 ８００を超える店舗・団体にお声掛けさせていただきポスターを制作しました。また、ご協力
いただいた皆さまの姿をより広く発信するため、動画を制作しました。

 このように、私たちは地域の皆さまと一体となって様々な取り組み実施し、地域を元気にして
きました。これからも、九州の元気をつくる企業グループであるという強い思いを持って、様
々な施策に取り組んでまいりたいと思います。

 以上で説明を終わります。ご清聴ありがとうございました。


